










































































































































た。モデル適合度指標は，χ2＝713.644, df＝265, CFI＝.878, RMSEA＝.072, AIC＝883.644であった。そこで，
有意ではないパスを削除して（Wald検定），再度検証を行った。その結果，モデル適合度指標は，χ2＝714.207, df













　最初に，Amos22.0を用いたSEMを行った。モデル適合度指標は，χ2＝962.321, df＝265, p <.01, CFI＝.914, 
RMSEA＝.074, AIC＝1132.321であった。そこで，有意ではないパスを削除して（Wald検定），再度検証を行っ
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M SD M SD
内定調整 4.07 1.07 3.60 .79
同一視的調整 4.32 .73 4.08 .79
取り入れ的調整 3.14 1.23 2.87 .70




M SD M SD M SD
内的調整 3.28 1.24 2.90 1.10 3.15 1.13
同一視的調整 3.74 .98 3.55 1.07 3.71 1.06
取り入れ的調整 2.85 .82 2.65 .84 2.74 1.05
外的調整 3.00 .75 3.02 .83 2.84 .81
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付録２　アンケート項目
1 2 3 4 5




1 英語を勉強するのは楽しいから。 (　1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5　)
2 英語の勉強に興味があるから。 (　1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5　)
3 英語の授業が楽しいから。 (　1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5　)
4 英語の知識が増えることは楽しいから。 (　1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5　)
5 英語を勉強して新しい発見があると嬉しいから。 (　1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5　)
6 将来使えるような英語の技能を身につけたいから。 (　1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5　)
7 自分にとって必要なことだから。 (　1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5　)
8 英語を身につけることは重要だと思うから。 (　1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5　)
9 外国語を少なくとも一つは話せるようになりたいから。 (　1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5　)
10 自分の成長にとって役立つと思うから。 (　1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5　)
11 教師に自分は良い生徒だと思われたいから。 (　1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5　)
12 英語を勉強しておかないと，後で後
こうかい
悔すると思うから。 (　1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5　)
13 英語で会話ができると何となく格
かっこう
好がよいから。 (　1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5　)
14 英語を勉強しなければ，気まずいと思うから。 (　1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5　)
15 英語くらいできるのは，普通だと思うから。 (　1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5　)
16 よい成績を取りたいと思うから。 (　1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5　)
17 英語を勉強するのは，決まりのようなものだから。 (　1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5　)
18 周りの大人にうるさく言われるから。 (　1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5　)
19 英検などの資格を取りたいから。 (　1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5　)
20 英語を勉強しなければならない社会だから。 (　1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5　)
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A Survey on the Influence of Motivation of Elementary and Junior 
High School Students on their Positive Willingness to Communicate
Mizuki KAKUTA＊・Fujishige SOMEYA＊＊
ABSTRACT
The purpose of this study was to compare the relationship between the elementary school and junior high school in 
terms of the relationship between organic integration theory, which is a mini theory of self-determination theory that 
governs the reasons for learning English, and the positive willingness to communicate.  Participants were 330 in 5th and 6th 
grades and 935 in junior high, 1st, 2nd and 3rd grades, for a total of 1265 participants.  It was implemented from December 
2014 to March 2015.  The survey was conducted using a questionnaire of 31 items for elementary school students and 31 
items for junior high school students based on the five-point linker method.  For the analysis of the questionnaires, 
Amos22.0 was used for confirmatory factor analysis (CFA), structure equivalent modeling (SEM), and Wald test.  As a 
result, concerning motivation and positiveness, it became clear that not only motivation with high autonomy but also external 
regulation with low autonomy affected learning positiveness.  It can be indicated that elementary and junior high school 
teachers need to increase the experience that students feel and understand the importance of English used in the general 
public.  To increase the positiveness of English learning, teachers must fully understand that both motivations such as 
autonomy and external coordination, affect.
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